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来週の投資戦略（11/16-20）
エヌビディアとアンソロピックに注目

2026 年 11 月 15 日

小松 徹

注目事項 － 見所

11 月 16 日、7-9 月期の実質 GDP 成長率 ― 前期比+0.1％？
11 月 16 日、ウオーシュ FRB 議長発言 ― インフレ対応を重視？
11 月 17 日、エヌビディア決算 ― 暫定 CEO クレス氏の財務に関する発言は？
11 月 18 日、連邦公開市場委員会（FOMC）議事要旨 ― 12 月利上げの意見多い？
11 月 19 日、米アンソロピック上場 ― 初値と引け値は？
11 月 20 日、10 月の全国消費者物価指数 ― 前年比+2.5％、コアコア+2.3％？

株式市場見通し

先週のわが国の株式市場は大幅反発した。その前の週にデータセンター（以下、DS）
建設の先行き不安から、DS に商品を供給する会社の株式が一斉に売られ、エヌビディ
アのフアン CEO のスキャンダルにも揺れていたが、フアン氏の辞任が決定的になる
と、売り方の買戻しでほぼ全面高となった。特に好決算を発表した銘柄が大幅上昇し
た。ソシオネクスト（6526）+22.2％、大成建設（1801）+19.1％、DIC（4631）+17.5％、
東レ（3402）+16.6％など。今期の企業業績予想は+20％まで高まった。来週は米国で
２つの大きなイベントがある。ひとつはエヌビディアの決算説明会でクレス暫定 CEO
が当社の簿外債務を含めた債務残高がいくらまで積みあがっているか。アンソロピッ
クの公開初値がいくらになり、引け値がどこまで上がるか。

火曜日発表のエヌビディアの 8-10 月期決算は 20％増収、EPS90％増とアナリストは
予想しており、11-1 月期もそれぞれ 50％増、69％増と見ている。ただ今回の決算説明
会でアナリスト・投資家が一番不安に思っているのはフアン氏がこれまで積み上げて
きた投資案件と簿外債務の金額だ（一部推計 25 兆円あるいは 80 兆円）。長く CFO
を務めたクレス氏だからすべて把握しているとは思うが、そうでないものがないとは
断言できないだろう。今までの拡大戦略が次期の正式な CEO に引き継がれるとは思
えない。そうした場合の影響をどう見るべきか。

木曜日のアンソロピック上場はスペース X を大きく上回る規模になる。数週間前まで
は時価総額が 1.26～1.41 兆米ドルに引き下げられていたが、需要が強いとのこの 1 週
間くらいの見方から、投資家は当初から強気になるか。当銘柄を買うための資金はす
でに十分用意されているだろうから、直前になって換金売りが発生することはなかろ
う。主幹事のゴールドマン・サックスのアナリスト予想では売上高が 2026 年に 11.3
倍、2027 年に 2.6 倍となるが、営業黒字は 2029 年になるようだ。30 年前のアマゾン
と比較されることもあるが、アンソロピックの場合にはオープン AI など競合もいる。

最後に、経済指標関係について。ウオーシュ議長の発言と FOMC 議事録要旨は 12 月
の 0.25％利上げを決定的なものとするか。一部で 0.5％の観測もある。わが国では弱い
GDP 成長率と消費者物価の２％超えに米ドル高・円安の流れが続くか。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期大幅増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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